
問合せ先 

緑区役所区政策課 

直通電話０４２-７７５－８８０２ 

国土交通省関東地方整備局実施のアンケート等も踏まえ 

中山間地域の振興に向けた取組を推進します 
 

国土交通省関東地方整備局による東京圏で働く方を対象に実施したアンケートにおいて、

緑区藤野地区周辺におけるテレワークの利用意向などの結果が公表されるとともに、

同地区周辺をフィールドとして「リニア中間駅周辺の豊かな地域環境と融合した新たな

ワークスタイルの創出検討会」が開催されますのでお知らせします。 

今後、アンケート結果や検討会における議論も踏まえながら、本市における中山間地域

の振興に向けた取組を推進します。 

 

１ アンケート結果（令和２年９月実施）について 
 

 別紙１「国土交通省関東地方整備局記者発表資料」参照 

【主な結果】 

・今後のテレワーク利用意向（個人3,000人） 

  ⇒74.6％がテレワークの利用意向あり 

・緑区藤野地区周辺におけるテレワークの利用意向（個人3,000人） 

⇒６割弱（56.5％）が利用意向あり  

・緑区藤野地区周辺における施設の利用意向（個人3,000人） 

⇒駅近くビジネスマッチング機能を有する施設が最も高いニーズ（41.0％） 

 ・緑区藤野地区周辺におけるテレワーク等の利用意向（企業972社） 

⇒160社（16.5％）がテレワーク、企業研修等の拠点として利用意向あり 

 

２ 「リニア中間駅周辺の豊かな地域環境と融合した新たなワークスタイルの創出検討会」

（１１月１９日設置・開催、本市も構成員に含む）について 
 

別紙２「国土交通省関東地方整備局記者発表資料」参照 

 

※アンケート結果や検討会に関する開催概要、取材の申し込みについては、別紙発表資料

参照 

 

令和２年１１月１７日 

相模原市発表資料 



令 和 ２ 年 １ １ 月 １ ６ 日 （ 月 ）
国土交通省 関東地方整備局
首 都 圏 広 域 地 方 計 画 推 進 室

記 者 発 表 資 料

テレワーク利用意向は定着・拡大、ワーケーションもニーズあり

○東京圏の最新動向を調査（ワーカー3,000人、企業972社から回答）

○ワーカーの60％がテレワークを実施し、75％が希望

○中山間地でのニーズも高い（テレワーク57％、ワーケーション55％）

○今後のオフィス戦略は、在宅勤務拡充を念頭

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、都庁記者クラブ、千葉県記者会、埼玉県政記者クラブ、
神奈川県政記者クラブ

発表記者クラブ

問い合わせ先

国土交通省関東地方整備局 TEL.048-601-3151（代表） FAX048-600-1923

企画部 広域計画課長 下坪 賢一（しもつぼ けんいち） 内線：3211

建政部 住宅整備課 建設専門官 竹内 裕（たけうち ゆたか） 内線：6190

リニア新幹線の開業により劇的な移動時間の短縮に伴うワークスタイルの変化が期待

されることから、新たなワークスタイルの検討に向け、東京圏在住者（ワーカー）と企業を

対象にニーズ調査を実施。

【主な調査項目】

・テレワークの実施状況、今後の意向

・リニア中央新幹線の効果

・中山間地（相模原市緑区藤野地区）での利用意向

・今後のオフィス戦略

調査結果の詳細は、下記URLを参照願います。（概要は裏面参照）

＜リニア中間駅周辺の豊かな地域環境と融合した新たなワークスタイルに関するニーズ調査＞
（URL) https://www.ktr.mlit.go.jp/chiiki/kokudo00000060.html

（テレワーク、企業研修、ワーケーションなど）

別紙１

0065047
長方形



【調査方法】
１ 働く方への調査
（1） 調査対象

1都3県（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）に在住する20代～50代の男女のうち、通勤通学先の最
寄駅がリニア中央新幹線の発着駅である品川駅及び周辺駅（品川駅から電車で10分圏内）、中央線駅
（新宿駅～高尾駅間）である人

(2) 調査時期：令和２年９月25日（金）～９月30日（水）

(3) 調査方法：インターネット調査（インターネットリサーチ会社を活用したモニター調査）

(4) 回収数：３，０００人

２ 企業への調査
(1) 調査対象

以下の類型に基づき、民間調査会社が保有する企業情報リストから日本標準分類（大分類）ごとに層化
無作為抽出を行い、合計4,800社を抽出した。
① リニア中央新幹線の発着駅である品川駅及び周辺駅（品川駅から電車で10分圏内）から1km圏内に
本社が所在する企業（1,600社）、② 中央線駅（新宿駅～高尾駅間）から1km圏内に本社が所在する企
業（1,600社）、③ 神奈川県相模原市に本社が所在する企業（1,600社）

(2) 調査時期：令和２年９月23日（水）～10月8日（木）

(3) 調査方法：郵送配付・郵送回収

(4) 有効回収数：972社（回収率：20.3％）

～ 調査結果概要 ～

＜ワーカー＞

■月に１日以上テレワークを行っている人は59.6%で、専門・技術職（情報処理、ソフトウェア開発等）の実施

率が高い（83.2%）。

■今後のテレワーク実施意向は、74.6%が「テレワークを行いたい」

※週に5日以上：14.0%、週に3～4日：22.3%、週に1～2日：15.8％。

■テレワークを行っている人は、テレワークを行っていない人に比べリニア中央新幹線の利用意向が高い。

※「特に利用する可能性はない」は、テレワークを行っていない人で43.6％に対し、テレワークを行っている人

は23.9％。

■自然豊かな地域として例示した相模原市緑区藤野地区でテレワークを利用したい人は56.5%、ワーケーシ

ョンを利用したい人は54.6%。

＜企業＞

■43.8%の企業がテレワークを導入しており、導入理由（複数回答）は、「災害や事故発生（感染症等も含む）

時の事業継続に備えて」が51.4%、「従業員の通勤時間、勤務中の移動時間の削減」が35.0%。

■今後の企業のオフィス戦略は、「特に考えていない」を除くと、「在宅勤務を拡充する」が20.2%、「できる限り

面積を縮小・効率化していく」が13.7%、「本社以外に多様なワークスペースを整備する（賃借、レンタル等）」

が12.8%。
＜調査結果の詳細＞
（URL) https://www.ktr.mlit.go.jp/chiiki/kokudo00000060.html



竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、埼玉県政記者クラブ、神奈川県政記者クラブ

発表記者クラブ

問い合わせ先

令 和 ２ 年 １ １ 月 １ ７ 日 （ 火 ）
国 土 交 通 省 関 東 地 方 整 備 局
首 都 圏 広 域 地 方 計 画 推 進 室

記 者 発 表 資 料

リニア中間駅周辺の豊かな地域環境と融合した新たなワークスタイル

の創出検討会 キックオフ！

関東地方整備局は、「スーパー・メガリージョン（ＳＭＲ）構想検討会」最終とりまとめ※（令和

元年５月）を受け、この構想を具体的に進めるため、「リニア中間駅周辺の豊かな地域環境

と融合した新たなワークスタイルの創出検討会」を設置することとし、第１回を以下のとおり

開催します。

本検討会は、リニア中央新幹線の開業を見据え、相模原市緑区藤野地区周辺をフィールド

として、リニア中間駅周辺の豊かな地域環境における人やモノ・コト等の対流の促進に資す

る具体的な取組について検討していきます。

１ 開催概要

（１） 日時 ：令和2年１１月１９日（木）１３：００～(2時間程度）

（２） 場所 ：相模原市藤野総合事務所（神奈川県相模原市緑区小渕2000番地）

（３） 議事 ：本調査検討の概要について

テレワーク等に関するニーズ調査結果について

今後のスケジュール など

（４） 委員 ：別紙委員名簿のとおり

２ その他

・会議は非公開とさせていただきます。

・カメラ撮りは冒頭のみとさせていただきます。カメラ撮りを希望される社は、１１月１８日（水）まで

に、下記問い合わせ先まで事前登録をお願い致します。

・一部の委員は、リモート参加の予定です。

国土交通省関東地方整備局 TEL.048-601-3151（代表） FAX048-600-1923

企画部 広域計画課長 下坪 賢一（しもつぼ けんいち） 内線：3211

建政部 住宅整備課 建設専門官 竹内 裕（たけうち ゆたか） 内線：6190

【国土交通省 スーパー・メガリージョン構想検討会】
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000091.html

（予定）

別紙２

0065047
長方形



     

リニア中間駅周辺の豊かな地域環境と融合した新たなワークスタイルの創出検討会 

委員名簿 

 

 

指出 一正    ソトコト編集長 

 

佐藤 鉄郎    (一社)藤野観光協会事務局長 

 

瀬田 史彦    東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻准教授 

 

髙橋 研吾    (公社)津久井青年会議所 理事長 

 

髙橋 靖典    (一社)藤野エリアマネジメント代表理事 

 

高柳 百合子   富山大学都市デザイン学部都市・交通デザイン学科准教授 

 

湯川 伸矢    （株)SHIN-JIGEN代表取締役  

 

石沢 智洋    相模原市市長公室総合政策部政策課総括副主幹 

 

大谷 英久    相模原市緑区役所区政策課総括副主幹 

 

下坪 賢一    国土交通省関東地方整備局企画部広域計画課長 

 

（外部委員は５０音順、敬称略） 

 


